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「
合
志
の
む
か
し
話
」を
つ
く
り
ま
し
た
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合
志
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う
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が
で
き
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３
０
０
年
〜

合
志
の
歴
史
を
学
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で
み
ま
せ
ん
か

〜
西
合
志
郷
土
資
料
館
編
〜

展示品の一部

～合志1300年の歴史～　

◆須屋神社三十六歌仙絵馬
江戸時代後期の肥後細川家の絵
師、矢野良勝と衛藤良行により描
かれ、和歌は奉納者であり細川藩
の側用人竹原勘十郎自ら筆を取っ
ています。

◆絵が描かれた壺
　（弥生時代）
祭祀に使用された壺で、
赤色顔料（ベンガラ）で
文様が描かれています。

◆土偶
（縄文時代）
祭祀に使用された
土偶で、妊娠をし
た女性の姿と考え
られます。

◆打製石斧
　（縄文時代）
安山岩で作られ、
土を掘り起こした
り耕したりする道
具です。

◆合志義塾扁額
貴族院副議長などを務
めた東久世伯爵により
書かれた横額で、校舎
内の高い所に掲げられ
ていました。

◆養蚕関連資料や農具
明治末期から昭和前期まで盛んであった養蚕業の道具や、田おこしから
田植え、収穫、脱穀、精米、保存などに使用された農具を系統的に展示
しています。 市基本計画に盛り込まれた

市長マニュフェストの進ちょく状況…………………

コメで生活習慣病・糖尿病を予防！
合志市で新品種の米を栽培……………………………

血糖値が上がりはじめた人は必見
こうし健康塾　血糖コントロール教室………………
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　７月10日、竹迫地区（上町・横町・
下町）で行なわれた竹迫観音祭。
　ドランジャーと呼ばれる太鼓
を載せた木製の台車を勢いよく
ぶつけ合うと、観客から大きな歓
声が上がりました。その後、観音
堂に奉納し五穀豊穣・畜産振興
などを祈願しました。

　
「
合
志
」
と
い
う
地
名
が
歴
史
に
登
場
し
て

今
年
で
１
３
０
０
年
目
に
な
り
ま
す
。
そ
の
歴

史
を
よ
り
深
く
学
び
、
合
志
市
を
誇
り
に
思
う

子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め
、
市
内
の
地
名

や
由
来
を
ま
と
め
た
絵
本
「
合
志
１
３
０
０
年

の
歴
史
絵
本
（
合
志
の
む
か
し
話
）」
を
市
教

育
委
員
会
が
制
作
し
ま
し
た
。

　

作
者
は
、
須
屋
の
野
口
チ
カ
子
さ
ん
。
野
口

さ
ん
は
、
歴
史
や
時
代
の
背
景
な
ど
調
べ
、
古

典
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
講
座
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。
絵
本
に
は
、
須
屋
の
地
名
の
い
わ
れ

や
、
竹
迫
城
伝
説
な
ど
、
４
つ
の
む
か
し
話
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
は
、
ル
ー
テ
ル
学
院

中
・
高
校
の
美
術
教
師
の
宮
本
華
子
さ
ん
が
描

き
、
ま
た
、
齋
藤
合
志
市
郷
土
・
歴
史
資
料
館

館
長
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
完
成
し
ま
し
た
。

　

７
月
17
日
に
は
、
西
合
志
南
小
学
校
で
贈
呈

式
を
行
な
い
、
児
童
を
代
表
し
て
、
５
年
生
の

深
見
春
菜
さ
ん
が
、
高
村
教
育
長
か
ら
絵
本
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、野
口
さ
ん
が
「
絵

本
を
読
ん
で
、
合
志
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
と

こ
ろ
だ
と
、
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
絵
本
の
朗
読
を
行
な
い
ま
し

た
。

　

６
年
生
の
相
良
夕
夏
さ
ん
は
、「
絵
本
を
読

ん
で
み
て
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
の
っ
た
み
た
い

だ
っ
た
。
気
に
な
る
地
名
を
調
べ
て
み
た
い
。

ま
た
、低
学
年
に
も
歴
史
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
、
制
作
し
た
絵
本
は
、
市
内
図
書
館
、

市
内
小
・
中
学
校
の
図
書
室
な
ど
に
置
い
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

● 

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
（
西
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
２
）
１
２
３
０

　

西
合
志
郷
土
資
料
館
は
、
西
合
志
図
書
館
の

北
隣
に
あ
り
、
東
大
寺
に
残
る
奈
良
時
代
の
校

倉
造
り
の
正
倉
を
模
し
た
建
物
で
す
。

　

合
志
市
を
代
表
す
る
遺
跡
で
あ
る
「
二
子
山

石
器
製
作
遺
跡
（
国
指
定
史
跡
）」
や
、
弥
生

〜
平
安
時
代
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
「
八
反

原
遺
跡
」
の
竪
穴
住
居
跡
や
円
墳
な
ど
か
ら
出

土
し
た
土
器
、
石
器
、
鉄
器
な
ど
の
出
土
遺
物

を
中
心
に
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
資
料
を
年

代
順
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
色
鮮
や
か
な
彩
色
が
残
る
「
須
屋
神
社

三
十
六
歌
仙
絵
馬
（
市
指
定
文
化
財
）」
も
、

当
館
に
寄
託
さ
れ
展
示
し
て
い
る
ほ
か
、
明
治

25
年
西
合
志
村
黒
松
に
誕
生
し
昭
和
25
年
ま

で
続
い
た
私
塾
「
合
志
義
塾
」
に
関
連
し
た
資

料
や
、
近
代
の
生
活
様
式
を
表
す
さ
ま
ざ
ま
な

民
具
も
展
示
し
て
あ
り
、
各
時
代
の
様
相
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
歴
史
・
文
化
遺
産
を
、
見
て
、
触

れ
て
、
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

 ● 入 館 料　無料
 ● 開館時間　午前10時～午後５時
 ● 休 館 日　毎週月曜日（月曜が祝日の場合はその日後に

おいてその日に最も近い祝日でない日）
毎月月末　年末年始

 ● 問い合わせ先　☎242-1190（御代志市民センター）

▼教育長から絵本を受け取る深見春菜さん

▲左から、制作にあたった、齋藤合志市郷土・
歴史資料館館長、野口チカ子さん、宮本華子
さん

あ
ぜ

は
っ
た
ん

へんがく

ようさん

だ  せいせき ふ

ようさん

さい し

さい し

ば
る

く
ら
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